


大阪教育大学　科学教育センター　准教授 
仲矢 史雄 

経歴： 
1969年大阪府茨木市生まれ。同志社大学工学部(機械
工学)卒。名古屋大学大学院博士課程前期(集団遺伝学)
修了。東京工業大学 理学博士号取得(Bioenergetics)。
東京工業大、お茶の水女子大学において、生理学研究
に従事。2005年以降お茶の水女子大学、講師として、
東京都、北区、文京区との連携事業において小、中学
校の現場を中心に従事。2010年10月から大阪教育大
学、科学教育プロジェクト推進のための特任准教授と
して、天王寺地区の附属特別支援、幼小中高の連携支
援活動に従事。2016年度から科学教育センター専任
准教授 
  
専門分野： 
　動物生理学（海産無脊椎動物）、機械工学、非言語
コミュニケーション分析、科学技術コミュニケーショ
ン論（著書：サイエンスコミュニケーション、日本評
論社刊） 特別支援教育における理科教育 
 
課題研究の指導： 
　附属高校天王寺校舎の高校生を毎年10人ほど指導し
ています。 

群体性ホヤ	
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•  SSH：評価アセスメント支援 
•  SGH：コンピテンシー評価支援 
•  理科：タブレット活用理科実験 
•  ICT：教科学習でのiPad活用方法、アプリ紹介 
•  課題研究：ルーブリック評価方法研修開発 
•  野外活動：コアサイエンスティーチャー 
•  技術教育：ロボット製作、プログラミング 
•  体育：アクションカムでのiPad遠隔撮影 
•  貴重教科書：デジタルアーカイブス事業 
•  実験機器貸し出し事業： 

                 天王寺西館理科実験室整備 
•  出前講師手配：教科書執筆者紹介 
•  教材動画の作成方法支援 (iMovieの使い方):  

　　　HATOプロジェクト・実習指導ビデオ作成 

動画作成研修資料	

SSH発表会	

ルーブリック作成法研修	

SSH・SGH課題研究指導法	



社会は、人々の働き方は、これからどうなるか？ 
｢教育｣は、どんな役割が果たせるのか？ 
高大連携改革のスケジュールは？ 



2011/8/7 記事	

交換教授として神戸女学院大に10年間在籍。 
日本の入試制度、学校制度に精通。 

どんなお仕事が自動化？ 

http://www.cathydavidson.com/about/ より	



• なくなる職業もあれば、 
• 生き残る職業も、 
• そして新たに生み出される職業もある。 

生まれてくる仕事 
生まれ変わる仕事	

er�

『先生』は？ 
勿論『教授』も今のまま？ 

出典 http://www.nikkei.com	
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指導要領等 大学入学者選抜テスト等改革 受験期 

平成28年度 中教審答申 現高３ 

平成29年度 学習指導要領告示 高校基礎学力テスト(仮)プレテスト 現高２ 

平成30年度 周知等　先行実施 大学入学希望者学力評価テスト(仮)プレテスト 現高１ 

平成31年度 教科書 高校基礎学力テスト(仮)試行実施 現中３ 

平成32年度　 教科書 大学入学希望者学力評価テスト(仮)スタート 現中２ 

平成33年度 教科書 現中１ 

平成34年度 学習指導要領実施
（学年進行） 

現小６ 

平成35年度 高校基礎学力テスト(仮)本格実施 現小５ 

平成36年度 新課程による大学入
試スタート 

現小４ 

• ターゲットイヤー：平成３２、３６年 

４年後	

8年後	
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文科省配布資料	
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(H26/12/22)新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた	
高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革について　（中教審答申）	

先行実施中：大阪大
学（世界適塾入試）、
東大、京大	

eポートフォリオ 
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•  eポートフォリオ←主体性等の評価尺度を開発。 
•  国語の記述式解答を評価する手法を開発（北海道大学） 



附属学校や地域と連携 
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•  求められる役割：『分業・精選』から『連携・独自』に
シフトしつつある。 
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これまでの附属・大学の役割 これからの附属・大学の役割 

•  各附属学校・大学が分業的
に機能	

•  学制、教科の枠の中で高
度化 

多様化 
予算削減 
少子化	

分業・横並び 

•  学制、教科の枠を超えた学
校教育 

•  ほかでは出来ない教育研
究 

連携・独自 

将来の『教育』ニーズに応える附属学校・大学連携
の構築が求められる 



•  日本の成長とともに、これまで附属学校は増設。 
•  課題：社会インフラとしての存在意義を再構築 14 
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• 附属＆大学の連携で 
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附属学校ならでは 
蓄積と課題 

課題発見 教育実習 

膨大な蓄
積 教育技術 

自由研究 

教育大学ならではの 
研究ノウハウ 

p 専門知識 
p 人的ネットワーク 
p ICT 

Ø  情報は専用スペースに 
Ø  仕分け作業も自動的に 

存
在
意
義
叏
明
確
化	
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• PISA型調査 
• 長期調査／自己効力感調査 
• 成果ポートフォリオ 

(動画、スマートポスト) 

教育 
研究 

• 理科実験高度化 
• 課題研究指導法開発 
• 附属教員研修開発 

• 海外教員研修 

開発 
実践 

• 企業・行政の連携 
• 高度理系人材活用 
• 海外理科教育連携 

教育
連携 

研修：IT時代の肖像権 
　　：論文作成指導 
　　：課題研究指導法 
　　：PISA型課題作成研修 
　　：ルーブリック研修 
　　：科学コミュニケーション育成 
　　：野外活動指導研修 
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タブレット	 １	 ルーブリック	

プレゼン動画	
授業収録 
クリッカー	

研究発表OJT研修	

交流会	
理科実験新築	

管理職海外研修	

アメリカ研修現地新聞記事	

研究体験研修支援	

環境省授業開発支援	

イノベーションジャパン 
大学見本市出展	

博士取得人材活用	



教え方の研究 

大阪府女子師範学校の理科授業風景 	
　二部２年生（昭和9年卒業生）の理科実験授業の風景	



ICTとアクティブラーニングのマッチングを目指して 
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新しい情報(文章)を２つの
グループに提示 

グループA 
• 『後で説明して』と伝え、学習

(実際には説明なし) 

グループB 
• 『いつものようにテストのため
に学習』 

テスト成果： 
グループA >グループB 
約20%成績アップ 

• 『他人に教える』と思うだけでも効果! 

John F. Nestojko et al. 
(2014) 42:1038–1048 
“Expecting to teach 
enhances learning and 
organization of 
knowledge in free recall 
of text passages”	

A 
B 

暗記 
テスト	

A 
B 小問 

テスト	

Ø 学習効果を高める学び方の研究例 

http://psych.wustl.edu/memory/nestojko.html　より	



Ø 多くの小学生は『比例・割合』の課題が苦手。 

Ø 大阪市阿倍野区公立小において、ロボット学習
を実施 

Ø 目標例： 
『ゴール地点にぴったり停止』 

Ø グループで最適なプログラミングをディスカッ
ション 

LEGO®	



q 基礎計算問題：4問、数量関係：3問、説明問題：1問 
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q  計算課題の差＝少 
q  場面と図と関連付け，二つの数量の関係：｢変数の理解｣ 
　　　　　　正解率：全国(34.3%)＜実施小学校(71.4%)	
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アクティブラーニング＋ICT(プログラミング教育)には一定の効果を実感 
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Ø 現場の意見 
『最重要：先生全員で児童の学習課題を認識』 
『｢なぜ｣プログラミング学習するのか意識した』 
『教科ごとの学習で、習熟度別は児童の意欲向上』 
『先生の共有認識は児童の意識に伝播』 
『学び合いが生まれ、主体的に学習始まった』 

Ø 一方の声、【最大の課題は？】 
『教員自体がアクティブラーニング経験ない』 



• これまでの研究成果から教え
合い、学び合う学習は効果が
大 
‒ 事例『センター試験の平均点は
徐々に確実に向上していきまし
た。更に物理選択者も増加しま
した。』 
｢アクティブラーニング入門 
 (アクティブラーニングが授業と生徒を変える)　 
小林昭文著｣ 

しかし、
課題も！ 
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活用！反転学習動画 

•  授業のほとんどが｢講義｣ 
•  動画にしてWebに 
•  事前に閲覧 
•  授業中は学び合い中心に 
•  宿題と授業の役割を逆転 

講義実践！ICT活用 

•  動画作成で学び合いを！ 
•  ICTを活用！ 
•  メンバーを限定して練習 
•  簡単、わかりやすく！ 
•  学び合いを可視化！ 

未経験	
	

時間不足	

学び合い 
=書込＝ 

動画 
=共有＝ 

アクティブラーニングを｢アクティブ
ラーニング｣で学び合う！ 

＆	



• アクティブラーニング＋教員養成 
– 各効果的にアクティブラーニングを
学べる仕組み 

– 手間をはぶいて、学習成果を貯めら
れるようにしたい。 

 
｢そんなICTシステム｣は？ 

ない。 

創
叭
厨
！	



•  PCでもタブレットでもスマートフォンでも �
•  見せたい情報を見るべき人だけに。	



•  SNSなので送信者も受信者(複数)も瞬時に共有	

外部システムと拡
張連携（API公開） 

複合コピー機とも
連携 

タブレットPC用授業
収録アプリを開発 



•  ICT(iPad)を使うことで、写真もビデオも一台
で撮影、表示可能に。 

• 動画作成アプリ｢iMovie｣を使えば、これまで
よりもずっと簡単に。そして出来た動画は、 

iMovie	

文字や編集が 
簡単！ 

30分でマスター 

	



Ø 仲間からコメントをもらうこと 
Ø 仲間にコメントすること 
Ø 仲間同士のコメントをみること 
Ø 全てが｢学び｣に。 

場面に直接
書き込める 

クリックで
その場面に
ジャンプ！ 



２０１６中等理科教育法（秋吉博之先生） 
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•  講　義：中等理科教育法　天王寺キャンパス開講 
•  教　員：秋吉博之教授　　・受講者：２５名 
•  特　徴：中学校理科の実験授業を演習 
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•  グループ編成（3～4名） 
　　　　↓ 
•  単元・模擬授業場面の決定 
　　　　↓ 
•  予備実験の実施 
　　　　↓ 
•  実験準備・指導案の作成 
　　　　↓ 
•  模擬授業の実施（50分）・協議（付箋の活用） 
•  報告書の作成・提出 
　　　　↓ 
•  模擬授業の視聴（ＳＮＳの利用） 
　　　　↓ 
•  リフレクションの実施・評価 



•  iPadで撮影 
•  圧縮撮影アプリを利用 
　｢大教大スマートレコーダー｣ 

Ø 通常のカメラ機能は画質が良すぎ
て容量大 
（50分で約２ギガバイト） 

Ø スマートレコーダは画質は押さ
えて、５０分撮影で300MBに
圧縮！ 

35 

スマレコ
アイコン 

消し忘れ防止タイマー付き	

※動画中の特定の人に
だけ肖像権処理するア
プリも開発しました。 



•  iOSアプリ
『Selfrec』 

• ２つの動画をシンクロ
再生。 

• 生徒側撮影、教師目線
側撮影、を合体可能 

• 詳細は尾崎先生から！ 

36 



• メンバー管理、
情報共有が一覧
できます。 

37 



• 動画、板書、指導案、
報告書が一画面に表示 

• グループの新しい情報
は自分のページで一覧
表示 

38 

https://smafo.osaka-
kyoiku.ac.jp/
communityTopic/56	



• 動画によるふりかえり学習の有用性を実感。 
39 

全くそうだと
思う 
68% 

そうだと思う 
32% 

そうは思わない 
0% 

全くそう思わな
い 
0% 

質問１：自分達の模擬授業動画を視聴することは
有益である。 



40 
• 大多数は動画協働学習の有用性を実感。 

全くそうだと
思う 
63% 

そうだと思う 
32% 

そうは思わない 
5% 

全くそう思わない 
0% 

質問２：他の受講生から意見をもらうことは有益である。 



• 過半数(63%)は容易と回答 
• 動画の閲覧方法をより分かり易く 41 

全くそうだと思
う 

21% 

そうだと思う 
42% 

そうは思わない 
32% 

全くそう思わな
い 
5% 

質問３：Webシステム（スマートフォリオ）で動画を視
るのは簡単だった。 



• インターフェイス・デザインの改善 
　　　　　　　（よりわかりやすく） 

• 操作機能の向上（より誰でも、使いやすく） 
• 機能面の改善　（より使いやすく） 
• 他のICT技術の取込（より簡単に先進的に） 

42 

今後、求められる教育実習の高度化、可視化に貢献！
さらに、一般に、世界に、役にたつシステムを実現。 



43 
京都教育大学・理科教育と連携し、教育研究に着手	



幅広い分野でのアクティブラーニング実現を目指して、 



• 生徒の作品やプリントを 
– 一度に 
– 自動的に 
– 名前をつけて、 
– 仕分けして保存したい。 
– あとで検索もしたい。 

｢そんなアプリ・装置｣ありま
せんか？ 

ない。 

創
叭
厨
！	



スマートポスト・システム紹介�
�
「QRシール⼀括印刷」スタン_プリント�
  �
作成に時間のかかるQRコードのシールを1クラス分⼀括印刷するシステム�
 “スタン_プリント”を利⽤すればQR作成時間を平均13分の１�
  （平均４０分が平均3分）に短縮。�



活用事例­1：全学年の提出物の一括処理�
�
�
�

•  金環日食の全学年観察に活用（大教大附属天王寺中） 
•  480人分X3回：1440枚の観察シートを一度に処理。	

未記入シート	



活用事例­2：膨大な自由研究をデジタルアー
カイブスへ�
�
�

•  作業ルーチン化済み 
•  冊子では貸出が困難。 
•  デジタルならば、タブレットPC等で何人でも閲覧可能！	

PDF化	



• 科学教育センターへ、 
一番早く、要望があった教科は？ 

　　　　　　　　　 　【体育】	

オリンピック・バレー	



• 動きを撮影した動画に： 
‒ BGM頭出しができて、 
‒ 手書きで書き込めて、 
‒  (^_^)マークがつけられて、 
‒ 文字入力ができて、 
‒ コメントした場所に直接 
ジャンプできる 

｢そんなアプリ｣ありません
か？ 

ない。 

創
叭
厨
！	



•  短時間で多人数の体育実技指導可能に	
その他複数アプリを開発	

手書きペ
ン機能 

消しゴム 
機能 

テキスト 
機能 

(^^)スタンプ 

機能 

フラグ箇所
ジャンプ機能 

オート再生
ON/OFF 

再生速度
調整 

フラグ箇所停
止時間調整 

BGM開始
時刻設定 

【特徴】 
• 撮影・指導はタブ
レット単体で完結 

• 利用マニュアル不要。 
• 教員は撮影動画に直
接、アドバイス描込
み。 

• コメント箇所に直接
ジャンプ可能、生徒
の確認時間を短縮。 

• データ外部吐き出し
可能。 

ユニバーサル
カラーに配慮 



合理的配慮のために 
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• 今日、特別支援教育の現場ではICTの利用が日常
的かつ不可欠 53 

ー隠し続けてきた日々ー 
｢43歳で自分がディスレキシアだと知るまで、ずっと長いトンネ
ルの中を歩いてきた・・ 
16歳で学校を飛び出した後も、｢読み書きができないことを知
られたら終わりだ｣・・ 
 
ー今の自分を支えるICTー 
ICTは自分の日常に新しい生きがいをく
れた・・ 
・・｢本を読む｣ことも、読み上げを使うこ
とで可能になった・・・ 
・・｢書ける｣も、ICTがあることでスタート
できた。	

第9章『｢学べる自分｣を取りもどすまで』 
　　　　井上智・井上賞子著より	



• 沢山のオリジナル教材： 
‒ オフィスファイルが読み
込めて 

‒ 回答欄が設定できて、 
‒ カメラ・ビデオ機能が使
えて 

‒ 紙の上で作業するのと同
じくらいの簡単作業 

｢そんなアプリ｣ありません
か？ 

ない。 

創
叭
厨
！	

しかし、お金はない。	
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学習上の支援機器等教材活用促進事業（3億8,712万円）	



•  iPad上で
教材編集 

• 簡単音声ナ
レーション 

• 読みが苦手
な子ども達
を支援 

• 文科省委託
事業 

56 

OMELETアプリ：９つの特徴�OMELETアプリ：９つの特徴�OMELETアプリ：９つの特徴�

������
��	
�����

Please Click!	

Please Click!�



動画で基本機能を紹介�



• 『もっと手早く』 
• 『もっと確実に』 
• 『もっと簡単に』 

Apple審査後、１年でやっと2000DL 

58 
• 反省：多機能≠便利 



•  5分で教材づく
り、授業前に、
生徒配布 

• 授業後にすぐ
にアセスメン
トを可能に 

• 出来ることと
出来ないこと
の差を明確化 

•  Apple公開後
１ヶ月450DL 

59 

学習 

作成 

管理 

データ�
連係�

機能別に３アプリ ⾃動データ連係 

データ共有 
簡易サーバで簡単管理！	

「のこるんです」	

「つくるんです」	

「まなぶんです」	



•  機能の絞り込み：単一フォント 
•  目的のボタン化：新規作成→パーツ一覧→プレビュー 

60 

現場の声
から 
即時 

正誤機能 

1機能、1ボタ
ン、一覧イン
ターフェース 

マルチ解答機
能： 

手書き、カメラ 

音声追加機能 



• 「読み」支援に特化 
61 

「テキスト編集」�

簡単に⽂章ごとに録⾳＋ハイライト！�

�
   By HIKARI�

（Voice Text HIKARI、�
HOYAサービス（株）製�

「よめるんです」は�
読まなくてもいいんです！�



タブレット上の『OMELET』と従来の『紙と鉛筆』 
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• 対　象　：小学4年生17名、18名 

• 調査内容： 
①～⑳までの数字を順番に線でつなぐ。完了ま
での時間を記入。2回実施。 

•  対照実験： 
a) 紙(A5)と鉛筆 
b) OMELET(iPad)とアクティブスタイラスペン 

•  参考：『聞くトレ』上嶋恵著　学研出版 63 



• OMELET: 再現機能でプロセスを確認 64 

紙 OMELET 



•  タブレットは1回目、紙よりも有意に速かった。 
•  2回目からは有意差なし。 

65 

0.0	

20.0	

40.0	

60.0	

80.0	

100.0	

120.0	

140.0	

紙・鉛筆	 OMELET(iPad)･アクティブスタイラス	

有意差あり*	

有意差なし	

経
過

時
間

(S
)	



・任意の教材でのプロセスの把握調査を実施中 
66 

小学生4年生(通常) 特支高等部 

・課題：『聞いた数字を書く』・『2を足して書く』 



開発物の評価調査方法、アナリティクス、データ解析 
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いわき 
いわき市文化センター 
H２８年２月１日 
コンピュータ活用検討委員会 
参加：１０名 
	

草津	
渋川小学校（通級） 
H２８年１１月６日 
H２９年２月１９日 
Kusatsu iPadを楽しむ会 
参加：約２０名　	

津山 
津山北小学校（通級）　 
H２９年１月２５日 
教員研修会 
参加：１４名 

神戸 
青陽須磨支援学校 
H２８年８月２９日 
H２８年１０月１９日 
H２８年１２月２５日 
教員研修会 
参加：約２０名 

松山 
松山城南高校 
（特別支援、通級など） 
H２９年３月１１日　 
特別支援教育 
コーディネーター 
学習会 
参加：１９名	

熊谷	
熊谷特別支援学校 
H２８年３月４日 
教員研修会 
参加：３１名　	

新潟 
朱鷺メッセ 
H２８年９月１９日 
日本特殊教育学会 
自主シンポジウム 
参加：約３０名 

横浜 
パシフィコ横浜	
H２７年１１月１８ 
　　　　　　　〜２０日 
日本LD学会 
自主シンポジウム、 
ポスター発表 
参加：５０名　	

大阪府外でのOMELETの周知活動	



• 21箇所にて、研修＆発表 69 



評価のポイント 
ダイレク
ト作成 

操作短時
間 

共有機能
(AirDrop) 

Dropsシ
ンボル 

開発アプリの利
便性を把握 

70 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

OMELETを評価するポイント 

３番目 

２番目 

１番目 

他には、 
APPアナリティクスやSNSを
活用し需要を確認。 



• OMELETの対する満足度は高かった。 
71 

回答：77名	



• OMELET2の活用はイメージしやすい 
72 

回答：77名	
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•  ICTを開発している方たち
は、小学校にもっとも普
及していると考えている。 

•  一方、特別支援自体を意
識することが少ない？ 

IT企業
経営者 
２人 プログ

ラマー 
５人 
 

WEB系
プログ
ラマー 
4人 

エンジ
ニア他 
１５人 

回答者 小学校 
50% 

中学校 
8% 

高校 
38% 

特別支援
学校 
4% 

質問「どの学校にICTが一番普及
していると思うか？」 



•  一台当たりの児童生徒数は少なめに
認識。 

•  (実際：6.2人/台(H27・５現在)) 

•  校内ＬＡＮの普及率は低くめ?に認識 
（実際は87.7%, wifiは25.9% 
                            (H27・５現在) 

•  一定数の方は、タブレットと特別支
援教育の関係を認識している。 
（特支タブレット比率：60.3%） 
（特支以外：55.3%） (H27・５現在) 
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５人以
下／台 
13人 

５～１
０人／
台 
3人 

１０人
以上／
台 
4人 

パソコンあたり生徒数 

９０％
以上 
4人 

９０～
７５％ 
2人 

７５～
５０％ 
1人 

50%以
下 
15人 

LAN設置率 

小学校 
13人 

中学校 
0人 

高校 
2人 

特別支
援学校 
3人 

Q:  
一台当た
りの児童
正答数
は？ 

Q:  
校内LAN
の普及率
は？ 

Q:  
タブレッ
トの普及
率が高い
のは？ 
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•  財務省の作成した資料によれば、食料費は７兆円、原料
費は４兆円、燃料費は高騰し２５兆円である。 

•  全部で３７兆円である。 
•  現在の生産人口８５００万人で割ると、一人あたり約４
５万円分である。 

•  食料、原料、燃料の単価が仮に変わらないとして、人口
が８割になることを加味して、３０兆円程度の輸入が必
要である。これは、生産人口５０００万で割れば、一人
あたり約60万円分に相当する。 

•  単純に言えば、いまの高校生が大人になったときの
2050年の日本人はいまの3割以上の生産性が高まって
いなければ、社会が逼迫状態に陥る危険性がある。 
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認知科学 
“学習障害” 

ヒトはどのように学ぶのか？ 
どのように支援できるのか？ 

ICT開発 
“独自SNS開発” 
“アプリ開発” 
 
“ビッグデータ解析” 



ヒトは互いに学び合うことで学ぶ 
↓ 

そのためには、 
教育現場＋大学＋開発者 

のさらなるアクティブ連携が必要 


